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～自然とえ化を巡るバ、るさと再発几～ 第二十回

鹿島建設の作業員
宿 舎 の整 備 予定
地。一体は田んぼ
だが今年作付けは
されなかった (大

河原沢戸地区)

前島久美

__長野県側の南アルプスリニア トンネルの本体工事を請け負う鹿島の作業員宿舎予定地が 3月 の

対策委員会で事務局から知らされた。村が斡旋し、農業委員会が承認したという。これまでの間、
対策委員会にかけられたことはなく、どういうプロセスで決まったことなのかよくわからない。
事務局に聞けば、前期の対策委員会で「作業員宿舎は村内に」という意見があつたのでそれを反
映させたにすぎないという。更にリニアに係る他の工事現場を担う事業所も決まれば村としては、
それらの作業員宿舎も誘致するというのだ。鹿島だけで200人規模の宿舎。確かに作業員宿舎
をおけば、通勤の交通渋滞の緩和や村内の商業施設は潤うとの理由も上げられている。しかし、
一方で村の文化や自然を訪ねてくる人たちの減少が明らかになつている。それに伴う観光業の衰
退についてはこれといつて対策が取られていないし、治安の維持についても具体的な政策が示さ
れていない。大鹿村の今の生活はまるで無視されているようでならない。
「ぼくたちが出てけつて言われているみたいだね」

先日、仲間内の会合で誰かがいった。県も村も守ってくれないのなら、私たちが守るしかない。

1ヽ′

● ● ● ●



百年前 の大 鹿 開 発

かつて大鹿村に大規模な材木搬出の事業が入

つたことがあった。オす誌にはこうある。

1917年 (大正 6年)青木谷に入つた久原工業

株式会社は、ここに製材所を施設し、奥地より

伐採した木材を集積 して製材 し、搬出用軌道を

敷設し、 トロッコを使用して飯田線上片桐駅ヘ

連絡できるようにした。最盛時の作業員は 6百

余人と言われたb

現在の松川町方面から大鹿村にむかうダム沿

いの道の対岸をみるとうつすらとトロッコの軌

道が今でも残っている。村の古老は嫁入 りの際

に トロッコに乗つて来たと昔語 りをしてくれる。

茨城県日立市から来た久原工業は上青木川沿

岸一帯を使用し、材木置き場、製材所、事務所

及び役宅、従業員住宅、さらには映画館や床屋

も会社がもつてきたようだ。また水力発電の設

置をして点灯したので青木谷の景観を変貌させ

たという。久原工業株式会社は中途で日本産業

株式会社と改称 したが事業は継続し、昭和 4年

で終了している。

10カ年の製材事業で大鹿村有林青木谷の良

林は消滅し、山は荒廃 した。この間に大河原小

学校は児童数増加で校舎増築となつた。分教室

であつたものが分教場ともなつた。事業所を設

けて以来年々、事業者が入村 し、児童数も増え

た。大正 5年新校舎開校時には270人だった

ものが、大正 11年には455人。更に 13年

には467人 とピークを迎えた。 しかし、昭和

5年には製材所が閉鎖となり久原関係の児童 1

16人が転出。本校は 2学級減、分教場は分教

室に戻つた。また大河原商店街は一時の繁栄を

見せたが事業終了に伴つて従業者は去り、その

ため破綻 した店もあつたと村誌にはあるg ―――

この事業の展開で、村の道路事情は大きく変

化したとも記されている。

今も昔も人のやることは変わらないのかもし
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れない。村史によると、主に村が道路改修にら
いて要求しているのは、

・工事負担は全額会社持ち

,道の幅員を9尺 と指定して馬も人も通れるよ

うにづ
い
ること

。道路完成後は村に提出するように要求

他に、道路完成の折は将来、村道とするため

用地の無償提供を地主に承諾させようとしてぃ

たりしている。これは一部で地権者の反感を食

らつてうまく進まなかった所もあるようだ。

時代も工事内容・規模も違 うが、おょそ予想

がつくことだ。どちらにしても「変貌」は免れ

ない。

夏になると必ず訪れる青木谷はかつて森林伐

採で荒廃した場所だつた。今は豊かなみどりが

また茂っている。人間の愚かな行為も最終的に

は自然に委ねることしかできない。

以前、伊那谷の近代史について前島家の古文

書を調べていた松原輝男さんが訪ね来てくれた。

大鹿村で久原が一世を風靡していたころの評判

を聞けば、ゃはり村内では反発が大きかったと

いう。森林伐採の権利を巡っては幕府から新政

府に権力が取って代わったどさくさに権利もう

やむやにされ、売 り飛ばされ、伐採されるとう

事件は、大鹿村だけでなく各地で多くあったよ

うだ。村史には訴訟事件として何件も記録され

ている。

その音、大鹿村の川には鮎も遡上してきたと

いう。カフゥソもいた。オオカミもいた。父と

顔を見合わせて「その時の山や川に会いたいね」

と話す。 loo年 後の大鹿人たちはこの地で何

を感じt何を積み重ねているのだろうか。私は

その生活に繋がる「今」を創造できるだろう力、


